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・委員 6 名のため、4 名の承認で委員会として承認。 
・利害関係者が 1 名の場合、委員 5 名の過半数（3 名） 
 の承認で委員会として承認。 

メール審査 

質問や否認意見無し 審査内容に関する質問や否認
意見等有り 

委員長判断により、メール審

査継続か集合審査かを決定 

メール審査継続の場合、質問

や否認意見を全委員に再送

し、再度審査を依頼する。 

集合審査 

データ提供申請、利用申請、二次データ保管の申請 

各委員に申請内容を通知し、メール審査を

（１週間以内の認否回答）を依頼 

委員からメール審査とす

ることへの疑義 

委員長に報告。委員長判断

により、メール審査継続か

集合審査かを決定 

経緯と理由を付して 
全委員に連絡の上、 
集合審査に変更 

理由を付して、当該委員に 
メール審査を継続する 
ことを連絡。 

過半数の委員（委員長を含む）の返信又は出席で委員会成立。 

申請の承認可否についての JST 決裁 

委員会 
日程調整 

※委員が利害関係者（以下の a 又は b に該当）の場合、当該審査には加わらず、委員会成立要件及び議事承認 

（又は否認）要件の母数とはしない。 

 a.申請された研究に関して、申請者と緊密な研究を行う者。 

 （例えば、申請された研究に参加している者、申請された研究について申請者と共同研究を実施している者等） 

 b.その他 JST が利害関係者と判断した場合。 

※委員長が利害関係者に該当する場合、委員長は委員の中から委員長代理を指名する。 

NBDC ヒトデータ審査委員会事務局において申請内容・申請書類を確認後、

委員長に、メール審査とするか、集合審査とするか、判断を仰ぐ 

過半数の委員（委員長を含む）の承認（又は否認）で委員会の議決とする。 
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※   内の数字は 

  資料３－１の項番 
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